
 

 

様式第25号 

 年 度 評 価 シ ー ト  

課名 高齢者福祉課             

施設の名称 

静岡市清水中央老人福祉センター 

指定管理者名 

社会福祉法人静岡市社会福祉協議会 

１ 履行状況 

（１）目標達成 

利用者数 

施設名 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

清水中央老人福祉センター 22,137人 22,061人 15,117人 19,269人 

目標値 45,000人、実績値 22,137人、達成率 49.2％（前年度比 100.3％） 

【参考】平成30年度（新型コロナ前）利用者数40,517人 

目標値は新型コロナ前の水準を設定したが、長引くコロナ禍において、高齢者の行

動に制限が掛けられたことにより利用者数が激減した。教養娯楽室や集会室の利用は

増加した。 

（２）施設利用状況 

各団体の活動が活発で、特に集会室は各地区シニアクラブの地区の集いやカラオケ

の団体利用が多い。 

（３）人員配置状況 

仕様書に基づき適切な人員配置がなされている。 

（４）業務実施状況 

  業務仕様書及び事業計画書に従って実施された。主な事業と参加者数は以下のとお

り。 

ア はーとぴあひろば（生活相談・健康相談） 

毎月第３木曜日に、高齢者の健康・福祉相談や参加者同士の交流機会を目的とし

た居場所づくりを実施し、延べ７人が参加した。 

イ ちょっくら体操（介護予防） 

毎週金曜日に、体力維持を目的とした体操、クイズ、地域包括支援センター職員

による健康の講話を実施し、延べ736人が参加した。 

ウ 自力体力トレーニング教室（介護予防） 

毎月第２火曜日に、自立した日常生活を送るために必要な身体能力の向上を目的

とした体操教室を実施し、延べ128人が参加した。 

エ その他介護予防 

体の動かし方を学び、自立した生活を送ることを目的とした「誰でもできる古武

術教室」（112人）、認知症予防を目的とした「フレイル予防で健康づくり」（60人）

を実施した。 

エ 教養講座等 

己書教室、レクリナ教室、モルック教室、世代間交流講座を実施した。 

オ その他 



 

 

毎月25日に、はーとぴあだよりを発行し、はーとぴあ清水の施設案内や行事予定

や主催事業等の広報を行った。 

【検証・分析等】 

 仕様書に沿った事業を実施しており、特に健康増進や介護予防に重点を置いた取り組

みが評価できる。 

【確認結果】 

○：協定書等の内容が適正に履行されている。 

２ 市民（利用者）からの意見・要望の内容とその対応状況の評価（クレーム対応等） 

クレームや要望は浴室に関することや利用者同士の言い合いなどがある。 

高齢者福祉施設として様々な事情の方が利用されることを理解してもらう必要性を認識

し、その都度対応できている。 

【確認結果】 

○：適切に対応し、改善すべき事項は対応済み、又は改善に向けて作業中である。 

３ 市民（利用者）へのアンケートや満足度調査の状況評価 

（１）利用者満足度調査 

令和８年１月13日から２月28日まで、来館者を対象にアンケート調査を実施した。 

【調査結果】 

 有効回答数：280件、「満足」「やや満足」の回答数：259件 

 利用満足度：92.5％（前年度95.7％） 

【検証・分析等】 

利用満足度は高い水準を維持しており、利用者から好評を受けている。 

【確認結果】 

○：調査の結果が概ね良好である。 

 

（２）市民アンケート 

「福祉のまつり 2025」に来場した地域住民及び区内小学生を対象とした認知度調査を

実施した。 

有効回答数 272件、当該施設を知っているという回答数：235件（86.4％） 

【検証・分析等】 

 高い割合で認知されているという結果となり、今後も引き続き地域に浸透した活動を

期待したい。 

【確認結果】 

○：調査の結果が概ね良好である。 

 

（３）その他の調査 

【確認結果】 

－：未実施 

４ 指定管理者の経理状況の評価 

【収支状況】 

指定管理業務についての収支状況については、適正に執行されている。 

【検証・分析等】 

光熱費の高騰は精算により対応し、人件費や物価高についても指定管理者の努力によ

り運営されている。 



 

 

【確認結果】 

○：安定的な施設運営を行っており、また今後も継続できる見込みである。 

５ 総括的な評価（課題事項・指摘事項及びそれらの改善状況 など） 

前年度事務事故発生の有無 無 

前年度モニタリング調査における改善協議事項の有無 無 

 

【検証・分析等】 

指定管理業務全般について、業務仕様書や事業計画書に従い良好に実施されている。 

事業全般については、高齢者同士や世代間の交流を意識して既存の体操や講座以外に

も新規の講座を開催しており、居場所づくりに重点を置いた活動が見受けられる。 

また、地域住民の交流と居場所づくりを目的に世代間交流を定期開催したことは、孤

独・孤立防止に寄与しており評価できる。継続的な実施により、参加者同士の「顔の見

える関係性と安心感」が構築されより気軽に継続して足を運びやすい好循環を生み出し

ている。地域のつながりを構築するという福祉的なニーズを捉え実施している点が評価

できる。 

目標値との乖離は新型コロナの長期化が予測不能であったためであり、指定管理者の

責によるものではなく、またその努力により年々回復傾向にある。 

【評価結果】 

○：良好な管理運営であった。 

 

※事務事故が発生したとき及びモニタリングにおいて改善の指導があったときは、必ず改

善状況を記載すること。 


